
１．指導と評価の計画 

小学校 第２学年 走・跳の運動遊び  跳の運動遊び 単元名「ジャンプグリア HAKUYO」      学級：札幌市立白楊小学校 ２年１組 33名 指導者：檜田 翔太 
単
元
の 
目
標 

知識及び技能 跳の運動遊びの行い方を知るとともに、助走を付けて片足で踏み切り、前方や上方に跳んだり、片足や両足で連続して跳んだりすることができるようにする。 

思考力、判断力、表現力等 跳ぶ簡単な遊び方を工夫するとともに、考えたことを友達に伝えることができるようにする。 

学びに向かう力、人間性等 運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、場の安全に気を付けたりすることができるようにする。 

単 
元 
の 
評 
価 
規 
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①跳の運動遊びの行い方について、言ったり、動いたりしている。 

②片足や両足で連続して前方に跳ぶことができる。 

③助走を付けて片足で踏み切って前方に跳ぶことができる。 

④助走を付けて片足で踏み切って上方に跳ぶことができる。 

①前方に跳ぶ距離など、いろいろな運動遊びの中から、自己に適した運動遊びを選

んでいる。 

②跳んでいる友達のよい動きを見付けたり、考えたりしたことを友達に伝えてい

る。 

①跳の運動遊びに進んで取り組もうとしている。 

②順番やきまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

③用具の準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。 

④場の安全に気を付けている。 

時
間 

１ ２ ３ ４（本時） ５ 

目 

標 

○跳の運動遊びの助走や片足の踏み切り、片足や
両足で連続して跳ぶことについて、言ったり、動
いたりできるようにする。 
○場や用具の安全に気を付けることができるよう
にする。 

○片足や両足で連続して前方に跳ぶことができるよう
にする。 
○用具の準備や片付けを友達と一緒に行うことができ
るようにする。 

○助走を付けて片足で踏み切って前方に跳ぶこと
ができるようにする。 
○順番やきまりを守り、誰とでも仲よく運動でき
るようにする。 

○助走を付けて片足で踏み切って上方に跳ぶこと
ができるようにする。 
○運動遊びやゲームを通して、跳んでいる友達のよ
い動きを見付けたり、考えたりしたことを友達に
伝えることができるようにする。 

○前方に跳ぶ間隔や距離、上方に跳ぶ高さなどいろ
いろな運動遊びの中で、自己に適した場を選ぶこ
とができるようにする。 
○跳の運動遊びに進んで取り組むことができるよ
うにする。 

 

学

習

の 

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価

の 

重点 

○場の設定、安全確認 
・マットや台などの用具の準備を行う。 
・服装や靴の確認などを確認する。 
○準備運動 
○オリエンテーション 
☆「跳ぶ」には、前方、上方、連続の３つがあるこ
とを伝えることで、子どもがイメージをもって
運動できるようにする。 
・場の使い方や用具、行い方を確認する。 
○単元のめあてを確認 
 
 
 
○遊びタイム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○振り返り 
・それぞれの跳ぶ場の違いや楽しいと感じた事を
学  習カードに記入し、次時への期待を高め
る。 
○片付け、整理運動 
・安全に片付けられるように、片付ける物や役割な
どを確認する。 

○場の設定、安全確認 
・準備するものや一人一人の役割を確認する。 
○準備活動（ジャンプグリアタイム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）① 
・赤、青、黄、３色のマーカーが並べられた場で、止
まらずに跳んでクリアを目指し、ペアで運動する。 
☆止まらずに跳ぶことができている児童には、体（つ
ま先や膝）の使い方について、教師から問い、どん
な跳び方がよいのかを表すことができるようにす
る。また、軽やかに跳べていない児童には、跳ぶ時
のリズムを確認したり、真っ直ぐに跳ぶ基本の場で
の運動遊びを促したりする。 
○クリアチャンスタイム（グループ） 
・高く跳ぶために見付けたポイントや考えをグループ
で共有する。 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）② 
・コースをクリアするためにペアで活動する。 
○振り返り 
・連続で跳ぶコースをクリアするための跳び方のポイ
ントやペアの友達との関わりについて学習カードに
記入する。 
○片付け、整理運動 

○場の設定、安全確認 
○準備活動（ジャンプグリアタイム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）① 
・前方に跳ぶ距離が違う３つのコースをクリアす
るために、ペアで運動する。 
☆踏み切りの強さに気付くために、オノマトペで
表すことでイメージをもって運動をできるよう
にする。また、腕を大きく振っていたり、体を前
向きにしたりして跳んでいる児童を取り上げ、
価値付けていく。 
☆前方に跳ぶイメージをもてていない児童には、
ジャンプグリアの場で運動することで、前方に
跳ぶ感覚をもてるようにする。 
○クリアチャンスタイム（グループ） 
・高く跳ぶために見付けたポイントや考えをグル
ープで共有する 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）② 
・コースをクリアするためにペアで活動する。 
○振り返り 
・跳ぶ距離が違うコースをクリアするために意識
したことや見付けたポイントを学習カードに記
入する。 
○片付け、整理運動 

○場の設定、安全確認 
○準備活動（ジャンプグリアタイム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）① 
・上方に跳ぶ高さが違う３つのコースをクリアする
ために、ペアで運動する。 
☆前時までの経験を生かし、オノマトペやイラスト
を使って踏み切りの強さや、足をしっかり上げる
ことを意識できるようにする。 
☆跳び越えることができない児童には、助走場面を
取り上げ、勢いよく跳べているかを問うことで、
勢いのある助走を意識できるようにする。 
☆上方に跳ぶイメージをもてていない児童には、ツ
タゾーンで運動することで、体を上げる感覚をも
てるようにする。 
○クリアチャンスタイム（グループ） 
・高く跳ぶために見付けたポイントや考えをグルー
プで共有する 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム）② 
・コースをクリアするためにペアで活動する。 
○振り返り 
・跳ぶ高さが違うコースをクリアするための跳び方
のポイントやペアの友達との関わりについて学
習カードに記入する。 
○片付け、整理運動 

○場の設定、安全確認 
○準備活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○遊びタイム（ジャンプクリアタイム） 
・今まで行ってきた３つの場で、自分が取り組みた
い場を選んで繰り返し行う。 
☆どこを選べばよいか分かっていない児童には、お
宝が揃っていない場を促したり、教師と一緒に場
を選んだりすることで、安心して運動できるよう
にする。 
☆お宝をすべて集めている児童やペアには、レベル
アップの場を用意しておくことで、最後までクリ
アできるかのドキドキを味わいながら運動に取
り組めるようにする。 
☆リズミカルに跳べていたり、力強く跳べていたり
する児童を教師が見付けたら、すぐに価値付けを
してくことで、前向きな気持ちで運動に取り組め
るようにする。 

 
○振り返り 
・今までの学習のまとめを学習カードに記入する。 
☆跳べたことだけではなく、跳ぶ時の体の使い方
や、ペアや友達の動きでよいと思ったことを記入
できるように声掛けをしていく。また、振り返り
を書くことが苦手な児童には、教師の方から積極
的に良かったところを伝える。 

 
○片付け、整理運動 

知 ①観察・学習カード（遊びタイム・振り返り） ②観察・学習カード（遊びタイム・振り返り） ③観察・学習カード（遊びタイム・振り返り） ④観察・学習カード（遊びタイム・振り返り）  

思    ②観察・学習カード（遊びタイム・振り返り） ①観察・学習カード（遊びタイム・振り返り） 

態 ④観察（準備・遊びタイム・片付け） ③観察（準備・遊びタイム・片付け） ②観察（準備活動・遊びタイム）  ①観察（準備活動・遊びタイム） 

体育科学習指導案 

ミッションをクリアして 
宝を集めよう！！！ 

【前方に連続で跳ぶ場】 
◎軽やかにリズムよく弾む感覚を大切にする。 
・綱渡りゾーン 
・蜘蛛の巣ゾーン 
※止まらずに跳ぶ。 
【助走を付けて前方に跳ぶ場】 
◎力強く踏み切り、体全体を使って前方に跳ぶ
感覚を大切にする。 
・川の動物ゾーン 
・洞窟入口ゾーン 
※助走を付けて片足で踏み切って前方に跳ぶ。 
【助走を付けて上方に跳ぶ場】 
◎力強く踏み切り、体全体を使って上方に跳ぶ
感覚を大切にする。 
・ツタゾーン 
・陸の動物ゾーン 
※助走を付けて片足で踏み切って上方に跳ぶ。 

【前方に連続で跳ぶ場】 
・綱渡りゾーン 
・蜘蛛の巣ゾーン 
【助走を付けて前方に跳ぶ場】 
・川の動物ゾーン 
・洞窟入口ゾーン 
【助走を付けて上方に跳ぶ場】 
・ツタゾーン 
・陸の動物ゾーン 
☆教師が腕や足に着目して声を掛けていくこと
で、児童が意識して跳ぶことができるようにす
る。 

【前方に連続で跳ぶ場 綱渡りゾーン】 
『いろいろ綱渡りコースをクリアせよ！』 
☆今まで行っていた場から、選んだ色によって、
前方に跳ぶ間隔や方向が違う場を用意する。実
際に跳んでみることで色によって跳び方が変
化することに気付けるようにする。 

  
 
 
 

【前方に連続で跳ぶ場】 
・綱渡りゾーン 
・蜘蛛の巣ゾーン 
【助走を付けて前方に跳ぶ場】 
・川の動物ゾーン 
・洞窟入口ゾーン 
【助走を付けて上方に跳ぶ場】 
・ツタゾーン 
・陸の動物ゾーン 
☆前時の学習から、連続で跳ぶ時はつま先で跳
ぶことや、膝を曲げすぎないで跳ぶことを確
認してから行う。 

【助走を付けて前方に跳ぶ場 川の動物ゾーン】 
『跳ぶ距離が違うコースをクリアせよ！』 
○課題を見付ける活動 
☆今まで行っていた場から、前方に跳ぶ距離が
違う場を用意し、実際に跳んでみることで跳
び方が変化することに気付けるようにする。 

 
 
 

どう跳ぶとクリアできるかな？ 

【前方に連続で跳ぶ場】 
・綱渡りゾーン 
・蜘蛛の巣ゾーン 
【助走を付けて前方に跳ぶ場】 
・川の動物ゾーン 
・洞窟入口ゾーン 
【助走を付けて上方に跳ぶ場】 
・ツタゾーン 
・陸の動物ゾーン 
☆前時の学習から、助走を付けて前方に跳ぶ時
は、助走の勢いを大切にする事や、腕も大きく
振って跳ぶことを確認してから行う。 

【助走を付けて上方に跳ぶ場 陸の動物ゾーン】 
『跳ぶ高さが違うコースをクリアせよ！』 
○課題を見付ける活動 
☆今まで行っていた場から、上方に跳ぶ高さが違
う場を用意し、実際に跳んでみることで跳び方
が変化することに気付けるようにする。 

 
 
 

どう跳ぶとクリアできるかな？ 

【前方に連続で跳ぶ場】 
・綱渡りゾーン 
・蜘蛛の巣ゾーン 
【助走を付けて前方に跳ぶ場】 
・川の動物ゾーン 
・洞窟入口ゾーン 
【助走を付けて上方に跳ぶ場】 
・ツタゾーン 
・陸の動物ゾーン 
☆それぞれの場での大切な動きを確認し、振り返
ることで、跳ぶ時の体を意識できるようにする。
また、どの場もレベルアップした場にすること
で、自分やペアの友達の伸びや成長も気付けるよ
うにする。 


